
　本審査会は、井筒高雄議員について、加古川市議会
議員政治倫理条例（以下「倫理条例」という）第３条
第１項第１号（市民全体の奉仕者として、その品位と
名誉を損なうおそれのある行為をしないこと）に定め
る政治倫理基準に違反する疑いがあるとして、議員８
名の連署をもって審査の請求があったことから、倫理
条例第５条の規定により10月14日に設置されたもので
ある。 
　10月19日開催の第２回審査会においては、倫理条例
第６条第２項の規定に基づき、井筒議員からの弁明を
受けるため、審査会への出席を求め事情聴取を行った。 
　弁明によると、８月の衆議院選挙に際して送付した
文書が公職選挙法に違反したとして逮捕、略式起訴さ
れた結果、罰金50万円及び公民権停止５年間の略式命
令を受けたとのことである。これに対し、井筒議員は、
公職選挙法の解釈や公民権の停止期間について公判で
争うため、議員辞職はせずに正式裁判を請求すること
を決めたとのことであった。 
　まず、公職選挙法違反で逮捕された事実についての
認識を質問したのに対し、警察とは法律の解釈につい
て相違があり、また、略式命令であったため、取り調
べの内容等が明らかにされておらず、法には違反して
いないとする自分の主張を公判で述べたいと考えたこ
とから、正式裁判を請求するという判断に至ったとの
答弁があった。 
　また、倫理条例に違反しているとは思わないかと質
問したのに対し、世間を騒がせたことは事実であるが、
逮捕されたことが直ちに倫理条例に違反するものでは
なく、裁判の判決によって判断してもらいたいとの答
弁があった。 
　違法とされた送付文書の数及び費用について質問し
たのに対し、８月24日と25日の２日間に約２，６００通送
付し、その費用は約30万円であった。こうした費用に
ついては、新党日本より自分の口座に事前に入金され
たものであるとの答弁があった。 

　市民の厳粛な負託を受けた議員としては、道義的責
任を取って辞職するべきではないかと質問したのに対
し、辞職することが責任を取る方法ではないと判断し
たとの答弁があった。 
　また、今後の裁判が議員活動において負担となるの
ではないかと質問したのに対し、支障があることは承
知のうえで、説明責任を果たしていきたいとの答弁が
あった。 
　委員から「文書の配布を制限した公職選挙法は憲法
の理念に反する可能性があると考えることから、条例
に定める政治倫理基準に違反しているとは言えない」
「今後の裁判における結果も参考にしながら総合的に
判断し、審査を行うべきである」との意見や「裁判で
争うという井筒議員の考えはともかく、ルールに違反
し逮捕された事実について、品位と名誉が損なわれた
かどうかということを審査しなければならない」「現
職の議員が逮捕されたことで、我々も信用を失ったと
いう事実に対する認識が甘い」「逮捕されたというこ
とは非常に重いものであり、辞職に値すると考える」
「辞職という形で道義的責任を取るべきである」「逮
捕された事実を厳粛に受け止め、辞職し反省してもら
いたい」との意見があった。 
　協議の結果、倫理条例第３条第１項第１号に違反す
るという意見、あわせて辞職を求める意見が大半であ
ったが、違反しないとする意見もあったことから、採
決を行った結果、倫理条例第３条第１項第１号に違反
するものであるとの結論に達した。 
　以上のことから、請求のあった事項についての審査
を終了することとし、井筒高雄議員に対し、倫理条例
第９条による措置を行うよう求め、報告とする。 
 
　平成21年10月26日 

 
加古川市議会議員政治倫理審査会 

委員長　神吉　耕藏 

　井筒高雄議員は、８月に行われた第45回衆議院議員
選挙に際して、特定の候補者また特定の政党への投票
を呼びかける文書を配布したとして、公職選挙法違反
により平成21年９月17日逮捕され、10月８日、罰金50
万円及び公民権停止５年間の略式命令を受けた。 
　井筒高雄議員は、この略式命令を不服とし、逮捕の
不当性や公職選挙法の解釈及び公民権の停止期間につ
いて争うため、神戸簡易裁判所に正式裁判を請求した。 
　しかしながら、現行の公職選挙法で定められている
禁止事項に違反し、逮捕され、略式命令を受けたとい
う事実は、本市議会の信用を失墜させるに足る十分な
事件であり、政治倫理審査会においても、加古川市議

会議員政治倫理条例に定められた倫理基準に抵触する
との結論に達した。 
　市民の厳粛な負託を受け、全体の奉仕者として市政
の発展に努めなければならない議員でありながら、政
治に対する市民の不信を招き、本市議会の名誉と品位
を傷つけ、信用を失墜させたことは極めて遺憾である。 
　よって、本市議会は、議会の名誉を守り、市民の不
信を招いた道義的責任を明確にするため、井筒高雄議
員に対し議員辞職を勧告する。 
　以上、決議する。 
　平成21年11月26日 

加古川市議会 

　平成21年第６回市議会臨時会が11月26日、

27日に、平成21年第７回市議会定例会が12月

１日から12月11日までの日程でそれぞれ開催

されました。 

　臨時会では、市議会議員の議員報酬等に関

する条例の一部改正などが可決されました。 

また定例会では、総額６億1,063万８千円を追

加する各会計補正予算などが可決されました。

編集・発行 加古川市議会事務局 
加古川市加古川町北在家２０００ 
T E L　079－427－9303
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井筒高雄議員の議員辞職勧告に関する決議 
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　東加古川子育てプラザで１１月１５日
「パパとあそぼう」が行われました。 
１３組の小学生未満の子どもと父親が、
体を使った親子あそびや、おもちゃづ
くりで楽しみました。 
 

平成２１年第6回
市議会臨時会報・
第7回定例会報 

加古川市議会議員政治倫理審査会報告・決議 
　市議会議員政治倫理審査会から審査報告書の提出を受け、名生昭義議長は、１１月２６日の本会議において、審査
結果の報告を行った後、井筒高雄議員に対し、厳重注意などの措置を発表しました。 
　また、この日の本会議で、決議案「井筒高雄議員の議員辞職勧告に関する決議」が提出され、井筒議員の除斥の
うえ、提案説明及び質疑を省略し、賛成・反対討論を行い、採決の結果、賛成多数で可決されました。　　　　　
　　 

【措置の内容】 
●文書による厳重注意 
●今期の議員任期中における議会内の役職の就任を認めないこと、並びに市附属機関等への委員選任について議会からの
　推薦は行わないこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



新
　
政
　
会 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
一
年
が
穏
や
か
で
幸
多
き
年

に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。 

　
本
市
で
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
Ｊ

Ｒ
駅
周
辺
の
整
備
、
東
播
磨
南
北
道
路
・

中
部
幹
線
整
備
事
業
を
推
進
し
、
東
播
磨

の
中
核
都
市
と
し
て
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
市
民
病
院
の
医
師
確
保
に
努

め
、
県
立
加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
に
よ
り
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
り
ま

す
と
共
に
、
福
祉
の
充
実
、
少
子
高
齢
化

対
策
、
教
育
の
充
実
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
世
界
的
な
不
況
に
よ
る
税
収

の
大
幅
な
落
ち
込
み
と
国
か
ら
の
交
付
税

の
削
減
は
避
け
ら
れ
ず
、
本
市
の
財
政
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。 

　
新
政
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
よ
り
一

層
の
議
会
改
革
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
、
今
年
行
わ
れ
る
二
名
の
議
員
削
減
な

ど
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
実
現
す

る
こ
と
で
、
活
力
が
あ
り
、
安
全
で
安
心

な
加
古
川
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
な
お
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

「
住
み
つ
づ
け
た
い
、夢
と
活
力
の
あ
る
加
古
川
」
を
目
指
し
て 

写
真
は
議
席
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

市
民
ク
ラ
ブ 

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま

す
。 

　
日
本
経
済
は
、
米
国
の
金
融
危
機
に
端

を
発
し
た
世
界
同
時
不
況
の
影
響
を
受
け
、

未
曾
有
の
不
況
に
直
面
し
ま
し
た
。
本
年

も
あ
る
程
度
の
景
気
回
復
は
期
待
で
き
る

に
し
て
も
、
自
立
的
な
回
復
軌
道
に
乗
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
を
要
す
る
も
の
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
震
、
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
や
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
な
ど
に
対
す
る
安
全
安
心
の
危

機
管
理
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
問
題
な
ど
、
地
球
規
模
で
解
決
す

べ
き
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
情
勢
に
あ
る
だ
け
に
市
民
の

行
政
に
か
け
る
期
待
は
大
き
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
本
市
の
財
政
状
況
は
今

日
の
景
気
悪
化
の
影
響
を
受
け
、
昨
年
以

上
に
予
断
を
許
さ
ぬ
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
そ
れ
だ
け
に
市
民
ク
ラ
ブ
は
「
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」
の
達
成
を
図
る
と
同
時
に
多

様
化
、
高
度
化
し
て
い
る
市
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
掴
み
、
市
政
に
反
映
し
、
夢
と
誇

り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
年
も
ご
支
援
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　 

夢
と
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
へ 

公
明
党
議
員
団 

　
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま

す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年

も
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。 

　
雇
用
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
し
、
経
済
危

機
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。ま
た
、

減
額
補
正
や
暫
定
税
率
の
廃
止
等
は
、
地

方
自
治
の
混
乱
や
地
域
経
済
へ
の
悪
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
、
憂
慮
す
べ
き
事
態

で
あ
り
ま
す
。 

　
さ
て
、本
年
は
「
市
制
施
行
六
十
周
年
」

を
迎
え
、
今
後
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る「
加
古
川
市
総
合
基
本
計
画
」

の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
し
か
し
、
本
市
の
財
政
は
、
今
後
も
自

主
財
源
の
増
収
は
見
込
め
ず
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増
加
な

ど
、
さ
ら
に
厳
し
い
行
財
政
運
営
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
経
済
や
社
会
の
変
化
に
配
慮

し
た
財
政
規
律
を
強
化
し
、
安
定
的
な
収

支
の
均
衡
化
が
、
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
ま

す
。 

　
ま
た
、「
真
に
必
要
な
市
民
ニ
ー
ズ
」
に

的
確
に
応
え
な
が
ら
、「
子
育
て
・教
育
」
、

「
福
祉
・
医
療
」
へ
の
積
極
的
な
政
策
の

取
り
組
み
も
急
務
で
あ
り
ま
す
。 

　
私
た
ち
公
明
党
議
員
団
は
、
「
生
命･

生
活
・
生
存
」
を
尊
重
し
、
「
生
活
者
の

目
線
」
「
庶
民
の
目
線
」
「
現
場
の
目
線
」

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
ま

ち
加
古
川
を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

　
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
清 

々
し
い
新
年
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

あ
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
国
政
に
お
い
て
は
、
昨
年
の

総
選
挙
で
歴
史
的
な
政
権
交
代
が
な
さ

れ
、
政
策
運
営
の
様
々
な
分
野
で
従
来

の
仕
組
み
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
に
お
き
ま
し
て
も
、
依
然
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
地
域
主
権
の
確

立
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
向
け
、

よ
り
一
層
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運

営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き
ま
し

て
は
、
地
域
医
療
の
確
保
を
は
じ
め
、

少
子
高
齢
化
に
向
け
た
市
民
福
祉
の
充

実
や
、
南
北
道
路
建
設
な
ど
の
都
市
基

盤
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
意
見
や
要
望
が
適
切
に
反

映
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
の
構
築
や
、

安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
加
古
川
市
づ

く
り
に
、
議
員
一
同
全
力
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
な
お
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を 
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平
成
ク
ラ
ブ 

日
本
共
産
党
議
員
団 

　
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
市
内
の
人
に
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
な

ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

虚
礼
廃
止
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
昨
年
は
国
政
の
場
で
自
民
・
公
明
政
権

の
退
場
と
い
う
大
き
な
変
動
が
起
こ
り
ま

し
た
。 

　
こ
の
大
変
動
を
も
た
ら
し
た
国
民
の
願

い
を
実
現
し
、
平
和
と
く
ら
し
を
守
る
た

め
、
日
本
共
産
党
は
、
前
向
き
の
変
化
を

い
っ
そ
う
促
進
す
る
「
良
い
も
の
に
は
賛

成
、
悪
い
も
の
に
は
反
対
」
と
い
う
建
設

的
野
党
の
役
割
を
果
た
し
、
住
民
が
主
人

公
の
市
政
ヘ
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
頑
張

り
ま
す
。 

　
長
年
続
い
た
「
自
民
党
政
治
」
に
よ
り
、

国
民
の
苦
し
み
は
耐
え
が
た
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
若
者
は
学
業
と
働
く
希

望
を
、
障
が
い
者
は
「
応
益
負
担
」
で
人

間
の
尊
厳
を
、
高
齢
者
は
安
心
で
き
る
介

護
と
医
療
の
願
い
を
損
な
わ
れ
て
き
ま
し

た
。 

　
日
本
共
産
党
は
、
派
遣
法
と
障
害
者
自

立
支
援
法
の
抜
本
的
改
正
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
即
時
撤
廃
を
求
め
る
運
動
を

進
め
、
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
運

動
に
連
帯
し
、
住
民
の
健
康
と
安
全
、
暮

ら
し
向
上
の
た
め
の
施
策
実
現
を
目
指
し

ま
す
。 

　
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。  

 

　 

 

住
民
が
主
人
公
の
市
政
め
ざ
し
て 

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
一
年
が
健

康
で
幸
福
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
あ
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
政
権
交
代
が
起
こ
り
地
方
の
再

生
、
地
方
の
活
性
化
を
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
、
地
域
主
権
に
よ
る
国
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。今
後
、

地
方
自
治
の
姿
も
変
わ
り
、
加
古
川
市
政

も
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住

み
続
け
た
い
街
・
加
古
川
の
実
現
」
へ
の

真
価
が
問
わ
れ
る
一
年
と
も
い
え
ま
す
。 

　
し
か
し
、
地
域
経
済
や
雇
用
情
勢
は
、

経
済
危
機
の
後
遺
症
か
ら
未
だ
脱
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
医
療
の
要
で
あ
る
市

民
病
院
は
医
療
制
度
改
革
の
あ
お
り
を
受

け
、
医
師
不
足
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
経
営

が
大
き
く
揺
ら
い
で
お
り
ま
す
。 

　
平
成
ク
ラ
ブ
は
、
市
政
に
対
し
経
営
環

境
の
変
化
に
的
確
に
、
時
に
は
厳
し
く
対

応
す
る
よ
う
促
し
、
公
営
法
人
の
統
合
や

業
務
の
外
部
化
に
よ
る
職
員
数
の
ス
リ
ム

化
な
ど
行
政
の
効
率
化
を
求
め
て
参
り
ま

し
た
。
今
年
は
市
民
病
院
の
経
営
再
生
と

共
に
、
夜
間
・
休
日
の
内
科
や
小
児
科
救

急
医
療
の
み
な
ら
ず
、
外
科
や
整
形
外
科

な
ど
の
日
常
生
活
の
安
全
安
心
を
支
え
る

地
域
医
療
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組
む
決

意
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

  

 

市
民
病
院
の
再
生
と
共
に
信
頼
あ
る
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
新
政
権
が
誕
生
し
、
個
人
に
着
目
し
た

社
会
、
弱
者
に
着
目
を
す
る
社
会
を
め
ざ

し
、
地
方
行
政
で
は
、
地
域
主
権
（
地
方

自
治
）
に
取
り
組
む
方
向
性
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
の
道
州
制
の
考
え
方
と
は
別

に
、権
限
を
市
民
に
近
い
と
こ
ろ
に
置
く
。

つ
ま
り
、
自
治
体
の
こ
と
は
自
治
体
が
決

め
る
仕
組
み
。
仕
事
の
内
容
や
進
め
方
も

自
治
体
の
な
か
で
決
め
て
い
く
。
行
政
責

任
の
明
確
化
を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
新
た
な
地
方
自
治
の
あ
り
方
と
同
時
に
、

こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

う
え
で
は
、事
業
の
定
義
、目
標
の
設
定
、

活
動
の
優
先
順
位
、
成
果
の
尺
度
、
成
果

の
評
価
、
活
動
の
廃
棄
と
い
う
６
つ
の
視

点
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
視
点
を
実
践
す
る
た
め
に
も
、

情
報
公
開
か
ら
情
報
共
有
へ
。
そ
し
て
、

市
民
参
加
、
外
部
の
視
点
を
入
れ
、
全
面

公
開
で
議
論
を
す
る
議
会
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
本
年
も
皆
さ
ま
と
同
じ
目
線
で
、
行
財

政
改
革
は
も
と
よ
り
、
医
療
・
福
祉
・
教

育
・
環
境
問
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

新
し
い
地
域
主
権
（
地
方
自
治
）
の
政
治
を
め
ざ
し
て 

無
　
会
　
派 
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議
員
　
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の
原

因
と
さ
れ
る
動
脈
硬
化
等
の
血
管

検
査
に
お
い
て
、
右
鎖
骨
下
動
脈

の
血
管
を
エ
コ
ー
で
確
認
す
る
新

検
査
法
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
脳
梗
塞
等
に
よ
る
死
亡
率

は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
民
病
院
に

お
け
る
新
検
査
法
の
導
入
を
求
め

る
が
ど
う
か
。 

市
民
病
院
管
理
部
長
　
本
市
で
の

平
成
十
九
年
度
の
心
疾
患
と
脳
血

管
疾
患
を
原
因
と
す
る
死
亡
率
は
、

死
亡
者
全
体
の
二
十
九
・
三
％
で

あ
る
。
現
在
、
市
民
病
院
で
の
脳

梗
塞
等
の
検
査
に
は
、
頚
動
脈
エ

コ
ー
や
Ｍ
Ｒ
Ａ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
使
用

し
て
い
る
。
今
後
、
新
検
査
法
の

研
究
動
向
を
見
な
が
ら
、
よ
り
効

果
的
な
診
断
技
術
の
習
得
に
努
め

て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
更
な
る
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
都
市
加
古

　
川
」
の
ま
ち
づ
く
り
構
築
に
つ
い
て 

・
生
活
習
慣
改
善
の
取
り
組
み
に
つ

　
い
て 

　
　
本
市
に
お
け
る
特
定
健
診
の
結

　
　
果
と
特
定
保
健
指
導
の
現
状
／

　
　
生
活
習
慣
と
生
活
習
慣
病
の
関

　
　
係
に
つ
い
て
の
所
見
と
対
策
／

　
　
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
現
状

　
　
と
今
後
の
取
り
組
み
／
食
育
の

　
　
取
り
組
み
状
況 

    

議
員
　
浜
の
宮
公
園
は
、
早
朝
夜

間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
、
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、

多
く
の
市
民
に
健
康
維
持
・
増
進

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
に
も

安
心
し
て
使
え
る
健
康
遊
具
を
設

置
し
、
気
軽
に
介
護
予
防
が
出
来

る
、
介
護
予
防
公
園
と
し
て
の
機

能
を
加
え
て
は
ど
う
か
。 

建
設
部
長
　
現
在
、多
く
の
市
で
、

介
護
予
防
や
健
康
増
進
を
目
的
と

し
て
、
健
康
遊
具
が
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
本

市
で
も
関
係
部
局
と
協
議
し
な
が

ら
、
今
後
総
合
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
公
開
討
論
会
及
び
合
同
個
人
演
説

　
会
に
つ
い
て  

　
　
必
要
性
と
投
票
率
向
上
に
対
す

　
　
る
効
果
に
つ
い
て
の
選
管
の
認

　
　
識
／
放
送
中
止
か
ら
一
転
、
放

　
　
送
に
至
っ
た
経
緯
と
選
管
の
関

　
　
わ
り
／
放
送
日
が
縮
小
さ
れ
た

　
　
こ
と
が
与
え
る
投
票
率
や
投
票

　
　
行
動
に
与
え
た
影
響
／
公
共
機

　
　
関
で
の
公
開
討
論
会
の
テ
レ
ビ

　
　
放
映
／
公
開
討
論
会
の
ウ
ェ
ブ

　
　
ペ
ー
ジ
上
で
の
公
開 

○
旧
浜
の
宮
公
民
館
解
体
撤
去
後
の

　
浜
の
宮
公
園
の
現
状
と
今
後
に
つ

　
い
て 

　
　
公
園
利
用
者
の
数
、
利
用
方
法

　
　
／
近
年
の
浜
の
宮
公
園
周
辺
で

　
　
の
不
審
者
情
報
／
浜
の
宮
公
園

　
　
内
お
よ
び
周
辺
道
路
の
今
後
の

　
　
防
犯
灯
整
備
／
公
園
事
務
所
の

　
　
設
置 

    

議
員
　
現
在
、
鳩
里
交
番
は
鳩
里

地
区
の
東
端
に
位
置
し
て
い
る
。

一
方
、
同
地
区
は
近
年
、
西
部
の

稲
屋
・
友
沢
地
区
の
人
口
が
増
加

し
て
お
り
、
明
姫
幹
線
等
、
通
行

車
両
も
多
い
こ
と
か
ら
、
地
域
住

民
の
不
安
も
増
し
て
い
る
。
本
市

が
確
保
し
て
い
る
用
地
を
活
用
し
、

鳩
里
地
区
の
中
心
付
近
で
あ
る
中

央
隣
保
館
周
辺
へ
の
移
転
を
提
案

す
る
が
ど
う
か
。 

市
民
部
長
　
鳩
里
交
番
は
地
元
の

要
望
を
受
け
、
木
村
・
備
後
地
区

の
交
番
を
統
合
す
る
形
で
開
設
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
治
安
上
、

最
も
効
果
的
な
場
所
を
地
域
の
総

意
と
し
て
ま
と
め
て
も
ら
い
、
そ

の
後
、
市
と
県
警
当
局
と
の
間
で

協
議
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
移

転
ま
で
に
は
、課
題
が
多
く
あ
り
、

検
討
す
る
期
間
が
必
要
で
あ
る
が
、

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
観
点
か

ら
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
泊
川
の
環
境
整
備
に
つ
い
て 

　
　
取
り
組
み
状
況
／
対
策
プ
ラ
ン

　
　
／
環
境
対
策
／
周
辺
整
備 

○
鳩
里
交
番
の
移
転
に
つ
い
て 

　
　
「
安
全
」
の
た
め
加
古
川
警
察

　
　
と
の
連
携 

    

議
員
　
平
成
十
七
年
度
よ
り
、
昼

食
が
用
意
で
き
な
い
生
徒
の
た
め
、

市
が
弁
当
を
斡
旋
す
る
「
中
学
校

昼
食
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
が
開
始
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
四
年
を
経
過
し

た
が
利
用
率
は
低
く
、
完
全
給
食

を
望
む
声
は
多
い
。
完
全
給
食
の

実
施
方
式
の
検
討
と
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。 

教
育
総
務
部
長
　
完
全
給
食
と
は
、

主
食
、
副
食
、
牛
乳
の
構
成
で
あ

り
、実
施
方
法
に
は
、自
校
方
式
、

セ
ン
タ
ー
方
式
、
親
子
方
式
、
デ

リ
バ
リ
ー
方
式
が
あ
る
。
施
設
整

備
経
費
や
運
用
効
率
、
食
育
の
推

進
や
ア
レ
ル
ギ
ー
食
へ
の
対
応
等

を
考
慮
す
る
と
、総
合
的
に
は
「セ

ン
タ
ー
方
式
」
が
望
ま
し
い
。
し

か
し
、本
市
の
様
々
な
状
況
か
ら
、

い
ず
れ
の
方
式
を
採
用
し
て
も
、

早
急
な
実
施
は
困
難
で
あ
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
中
学
校
給
食
に
つ
い
て  

　
　
県
下
の
給
食
実
施
状
況
／
他
市

　
　
の
取
り
組
み
へ
の
評
価
／
昼
食

　
　
サ
ポ
ー
ト
事
業
評
価
／
就
学
援

　
　
助
と
生
活
保
護
費 

○
持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
人
材
育

　
成
に
つ
い
て 

　
　
平
成
二
十
一
年
度
新
規
事
業
達

　
　
成
率
／
平
成
二
十
一
年
度
決
算

　
　
見
込
み
／
財
政
指
標
／
人
材
育

　
　
成
と
人
材
登
用
／
平
成
二
十
二

　
　
年
度
予
算
編
成 

　 

   

議
員
　
平
成
二
十
一
年
九
月
、
環

境
省
か
ら
Ｐ
Ｍ
二
・
五
（
微
小
粒

子
状
物
質
）
の
基
準
値
が
示
さ
れ

た
。
本
市
に
お
け
る
Ｐ
Ｍ
二
・
五

の
現
状
認
識
と
対
策
は
ど
う
か
。 

環
境
部
長
　
本
市
は
、
平
成
二
十

年
二
月
か
ら
市
内
二
地
点
で
独
自

に
測
定
を
開
始
し
て
い
る
。
測
定

結
果
の
年
平
均
値
は
環
境
基
準
を

超
過
し
て
い
る
が
、
交
通
量
の
少

な
い
年
末
・
年
始
は
、
基
準
値
内

に
低
減
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｍ
二
・
五

の
発
生
は
、
移
動
発
生
源
に
よ
る

影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
環
境
省
で
は
、
測
定
機
器

の
認
証
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
国
の
動
向

を
踏
ま
え
、
微
小
粒
子
状
物
質
自

動
測
定
機
導
入
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。
今
後
も
、
Ｐ
Ｍ
二
・
五
の

現
状
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

環
境
基
準
の
達
成
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
女
性
差
別
撤
廃
条
約
三
十
年
の
到

　
達
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

　
い
て 

　
　
加
古
川
市
に
お
け
る
到
達
状
況

　
　
の
評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
／

　
　
実
質
的
な
男
女
平
等
へ
の
課
題

　
　
／
妊
婦
健
診
助
成
の
拡
充 

○
子
ど
も
の
権
利
条
約
二
十
年
の
到

　
達
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

　
い
て 

　
　
加
古
川
市
に
お
け
る
到
達
状
況

　
　
の
評
価
と
今
後
の
課
題
／
無
戸

　
　
籍
児
の
救
済
の
現
状
と
課
題
／

　
　
子
ど
も
の
貧
困
を
直
視
し
た
課

　
　
題
と
取
り
組
み 

○
環
境
保
全
に
つ
い
て 

　
　
大
気
汚
染
、
降
下
ば
い
じ
ん
の

　
　
現
状
と
評
価 

○
小
規
模
工
事
希
望
者
登
録
制
度
の

　
導
入
に
つ
い
て 

    

議
員
　
市
長
が
提
唱
す
る
「
住
ん

で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み

続
け
た
い
」
ま
ち
実
現
へ
の
施
策

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。
定
住
促

進
対
策
と
し
て
、
マ
イ
ホ
ー
ム
取

得
者
へ
の
補
助
金
や
税
の
減
免
等

を
行
っ
て
い
る
市
町
も
あ
る
が
、

本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。 

企
画
部
長
　
計
画
的
な
土
地
利
用

や
社
会
基
盤
の
整
備
と
と
も
に
、

市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
を
勘
案

し
、
総
合
的
に
施
策
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

の
実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
と
も
効
率
的
な
施
策
の

推
進
に
向
け
、
来
年
度
に
策
定
予

定
の
総
合
基
本
計
画
の
中
で
も
十

分
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

補
助
金
等
に
よ
る
定
住
促
進
対
策

に
つ
い
て
は
、
人
口
動
態
や
本
市

の
地
域
性
、
費
用
対
効
果
等
を
勘

案
し
、
検
証
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
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　１２月2日と3日に行われた一般質問
には、1２人の議員が質問に立ち、市
政全般にわたり、活発な質問を展開
しました。主な内容は次のとおりです。
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そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
少
子
化
・
人
口
減
少
社
会
へ
の
対

　
応
に
つ
い
て 

　
　
人
口
減
少
社
会
の
認
識
と
将
来

　
　
人
口
の
考
え
方
／
少
子
化
対
策 

○
病
院
・
医
療
機
能
の
充
実
強
化
に

　
つ
い
て 

　
　
市
民
病
院
の
内
科
医
確
保
と
再

　
　
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
／
県
立

　
　
加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー
の
利
用

　
　
と
周
辺
地
域
の
活
用
／
県
立
加

　
　
古
川
病
院
移
転
後
の
跡
地
の
活

　
　
用 

○
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

　
い
て 

　
　
治
安
・
防
犯
対
策
／
防
犯
灯
に

　
　
青
色
蛍
光
灯
の
導
入 

○
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て 

　
　
自
然
災
害
へ
の
取
り
組
み
／
避

　
　
難
／
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

　
　
導
入 

○
市
制
施
行
六
十
周
年
の
取
り
組
み

　
に
つ
い
て 

    

議
員
　
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平

成
八
年
の
開
設
以
降
、
市
の
情
報

提
供
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
が
、
各
課
ご
と
に
タ
イ
ム
リ

ー
で
具
体
的
な
情
報
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
さ
ら
に
ア
ク

セ
ス
数
も
増
え
る
か
と
思
う
が
、

今
後
の
拡
充
計
画
は
ど
う
か
。 

企
画
部
長
　
現
在
は
災
害
時
の
緊

急
情
報
を
は
じ
め
、
様
々
な
情
報

を
す
ぐ
に
提
供
す
る
た
め
、
各
課

が
独
自
に
編
集
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
は
「
市
民
の
声

受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
拡
充
し
、
こ

れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
回

答
を
、
内
容
の
重
要
度
や
担
当
課

別
の
分
類
に
よ
り
簡
単
に
検
索
で

き
る
機
能
を
平
成
二
十
二
年
三
月

に
追
加
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
ど
も

向
け
に
市
の
あ
ら
ま
し
や
市
役
所

の
仕
事
な
ど
を
紹
介
す
る
「
キ
ッ

ズ
ペ
ー
ジ
」
の
開
設
に
向
け
た
調

査
研
究
も
進
め
て
い
く
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
加
古
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
に
つ
い
て 

　
　
現
在
の
ア
ク
セ
ス
件
数
と
費
用

　
　
対
効
果
／
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
進

　
　
捗
状
況 

○
安
全
な
医
療
の
遂
行
と
医
療
ス
タ

　
ッ
フ
の
過
重
労
働
に
つ
い
て 

　
　
現
状
と
医
師
不
足
解
消
へ
の
進

　
　
捗
状
況
／
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
現

　
　
状
と
対
策
／
電
子
タ
グ
を
活
用

　
　
し
た
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
安
全
管
理

　
　
シ
ス
テ
ム
導
入 

○
高
齢
者
の
孤
独
死
防
止
対
策
に
つ

　
い
て 

　
　
本
市
に
お
け
る
近
年
の
孤
独
死

　
　
の
現
状
／
対
象
と
な
る
人
の
定

　
　
義
と
人
数
、
防
止
対
策
／
今
後

　
　
の
課
題
と
対
策
拡
充 

○
持
続
発
展
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
学

　
校
現
場
へ
の
普
及
に
つ
い
て 

　
　
本
市
に
お
け
る
普
及
の
現
状
／

　
　
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
参

　
　
加
、
活
用 

    

議
員
　
地
域
に
お
け
る
適
切
な
自

治
は
、
国
が
画
一
的
な
基
準
で
決

め
る
の
で
は
な
く
、
自
治
体
が
自

主
的
に
決
定
す
る
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
主
権
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

企
画
部
長
　
新
政
権
は
、
従
来
の

中
央
集
権
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
で

は
な
く
、
地
域
主
権
を
基
本
方
針

と
し
て
、
地
域
の
住
民
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
行
動

し
、
そ
の
行
動
と
選
択
に
責
任
を

負
う
新
し
い
国
づ
く
り
を
掲
げ
て

い
る
。
し
か
し
、具
体
的
な
内
容
、

手
続
き
な
ど
が
現
在
、
不
透
明
な

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
易
に

税
源
移
譲
を
見
込
み
、
具
体
的
な

独
自
施
策
を
打
ち
出
す
こ
と
は
、

リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
る
。今
後
、

国
の
動
向
を
正
確
に
把
握
し
、
地

域
主
権
に
ふ
さ
わ
し
い
市
政
運
営

に
努
め
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金

　
に
つ
い
て 

    

議
員
　
市
道
岸
砂
部
線
は
、
宝
殿

駅
や
西
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
病

院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
車

両
通
行
量
が
多
い
。
し
か
し
、
宝

殿
赤
山
線
と
の
交
差
部
か
ら
西
側

の
県
道
小
原
宝
殿
停
車
場
線
ま
で

の
区
間
は
、
幅
員
が
狭
く
水
路
が

並
行
し
て
お
り
、
通
勤
通
学
の
歩

行
者
等
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
非

常
に
危
険
な
状
況
で
あ
る
。
歩
道

設
置
等
、
道
路
整
備
が
急
務
で
あ

る
と
考
え
る
が
対
策
は
ど
う
か
。 

建
設
部
長
　
当
線
は
平
成
十
二
年

度
に
事
業
着
手
し
、
二
十
年
度
ま

で
に
用
地
測
量
、
道
路
詳
細
設
計

及
び
一
件
の
用
地
買
収
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
度
に
物
件
補
償
調
査

を
実
施
し
、
次
年
度
以
降
に
残
る

事
業
地
の
用
地
買
収
と
物
件
補
償

を
早
急
に
終
え
、
歩
道
設
置
を
含

め
た
道
路
の
完
成
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
農
地
法
改
正
に
よ
る
農
地
制
度
の

　
実
施
と
農
業
委
員
会
の
担
う
役
割

　
に
つ
い
て 

○
加
古
川
駅
北
の
三
十
街
区
及
び
三

　
十
一
街
区
の
土
地
利
用
に
つ
い
て 

○
文
化
の
振
興
（
棋
士
の
ま
ち
加
古

　
川
）
に
つ
い
て 

○
危
機
管
理
の
う
ち
不
当
要
求
行
為

　
対
策
に
つ
い
て 

○
次
期
市
長
選
に
つ
い
て 

    

議
員
　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
未

収
分
を
見
込
ん
で
算
定
さ
れ
て
お

り
、
被
保
険
者
に
負
担
を
か
け
て

い
る
。
昨
年
度
、
西
宮
市
は
保
険

料
の
抑
制
を
目
的
に
、
一
般
会
計

か
ら
二
億
五
千
万
円
の
繰
り
入
れ

を
実
施
し
た
。
伊
丹
市
で
は
、
保

険
料
未
収
納
額
の
半
額
を
繰
り
入

れ
た
。
本
市
で
も
滞
納
に
よ
る
未

収
分
は
、
保
険
者
で
あ
る
市
が
責

任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

市
民
部
長
　
保
険
料
率
は
、
費
用

の
五
割
を
公
費
で
賄
い
、
残
り
を

被
保
険
者
の
所
得
や
加
入
者
数
に

応
じ
た
負
担
と
な
る
よ
う
算
定
し

て
い
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

の
増
額
は
、
税
金
で
あ
る
公
費
を

投
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
保
険
料

負
担
の
公
平
性
や
財
政
状
況
か
ら

も
好
ま
し
く
な
く
、困
難
で
あ
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
の
引

　
き
下
げ
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
　
資
格
証
発
行
ゼ
ロ
を
求
め
る
こ

　
　
と
／
国
民
皆
保
険
制
度
維
持
へ

　
　
の
見
解 

    

議
員
　
難
病
指
定
で
あ
る
腎
障
が

い
者
は
病
院
で
の
人
工
透
析
が
欠

か
せ
な
い
。
通
院
の
費
用
が
患
者

の
大
き
な
負
担
と
な
り
、
継
続
治

療
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
。
他
の

疾
患
の
患
者
に
と
っ
て
も
、
県
立

病
院
の
移
転
に
伴
い
、
交
通
費
の

負
担
が
増
加
す
る
場
合
も
見
受
け

ら
れ
る
。
現
行
制
度
で
あ
る
タ
ク

シ
ー
券
の
配
布
支
援
を
拡
大
し
て

は
ど
う
か
。 

福
祉
部
長
　
本
市
で
は
、
障
が
い

者
の
外
出
支
援
と
し
て
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

対
象
者
に
は
、
一
乗
車
に
つ
き
五

百
円
が
助
成
さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
券

を
年
間
五
十
二
枚
配
布
し
て
い
る
。

通
院
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
よ

る
有
償
運
送
の
利
用
な
ど
、
各
種

福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
と
し
、
タ
ク
シ
ー
券
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
現
行
ど
お
り
の

制
度
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
街
づ
く
り
に
つ
い
て 

　
　
病
院
が
送
迎
用
の
車
を
配
置
す

　
　
る
こ
と
に
対
す
る
助
成
／
バ
リ

　
　
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
リ
ン
ク
／

　
　
「
駅
サ
ポ
ー
タ
ー
」
事
業
の
支

　
　
援 

    

議
員
　
「
食
糧
」
を
生
み
出
す
農

地
を
、
豊
か
な
生
態
系
の
下
で
守

り
、
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
私
た

ち
の
使
命
で
あ
る
。
食
糧
安
全
保

障
の
観
点
か
ら
も
北
部
地
域
の
農

地
は
、
本
市
の
財
産
で
あ
り
、
農

業
を
持
続
可
能
な
産
業
と
し
て
確

立
す
る
必
要
が
あ
る
。
他
市
の
事

例
に
見
ら
れ
る
「
食
と
農
」
に
つ

い
て
の
理
念
を
、
本
市
で
も
基
本

構
想
や
総
合
計
画
へ
反
映
さ
せ
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

地
域
振
興
部
長
　
本
市
で
は
、
地

産
地
消
の
推
進
や
遊
休
農
地
を
活

用
し
た
農
作
物
の
増
産
等
、「
食
」

の
安
心
安
全
に
努
め
て
き
た
。
新

た
な
総
合
基
本
計
画
で
は
、
農
業

の
担
い
手
の
育
成
や
、
さ
ら
な
る

地
産
地
消
に
取
り
組
む
な
ど
、
現

在
の
課
題
を
改
め
て
盛
り
込
む
と

と
も
に
、
「
食
と
農
」
の
位
置
づ

け
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
「
田
園
ま
ち
づ
く
り
制
度
」
に
つ

　
い
て 

　
　
進
捗
状
況
と
効
果
、
現
在
把
握

　
　
し
て
い
る
課
題 

○
厄
神
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て 

　
　
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
／
厄

　
　
神
駅
周
辺
整
備
推
進
委
員
会
等

　
　
か
ら
の
要
望
事
項
の
引
継
ぎ
／

　
　
「
（
仮
）
厄
神
南
北
道
路
」
の

　
　
事
業
着
手 

○
東
播
磨
南
北
道
路
に
関
連
す
る
道

　
路
の
整
備
及
び
交
通
安
全
対
策
に

　
つ
い
て 

　
　
県
道
６５
号
線
、
市
道
西
条
山
手

　
　
野
村
線
、市
道
上
西
条
宗
佐
線
、

　
　
県
道
８４
号
線
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

　
　
路
で
の
交
通
量
の
増
加
予
測
／

　
　
そ
れ
を
基
に
し
た
交
通
安
全
対

　
　
策
、
道
路
環
境
の
整
備
／
県
道

　
　
６５
号
線
の
現
在
の
混
雑
状
況
の

　
　
認
識
と
、
通
学
路
と
の
交
差
点

　
　
へ
の
信
号
設
置
要
望
に
対
す
る

　
　
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
の
経

　
　
過 

○
「
食
と
農
」
の
施
策
に
つ
い
て 

　
　
「
人
づ
く
り
」
を
支
え
る
学
校

　
　
給
食
と
の
考
え
方
／
学
校
給
食

　
　
へ
の
資
本
投
入
は
惜
し
ま
な
い

　
　
姿
勢
／
「
食
と
農
」
の
指
針
を

　
　
具
体
的
に
示
す
こ
と 

   

▲通勤・通学時の市道岸砂部線 



●
加
古
川
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
） 

●
加
古
川
市
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
） 

●
加
古
川
市
教
育
長
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
） 

●
加
古
川
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正 

　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
） 

　
以
上
四
件
は
、
人
事
院
勧
告
に

基
づ
く
国
家
公
務
員
の
期
末
・
勤

勉
手
当
の
取
扱
い
に
準
じ
て
、
六

月
、
十
二
月
に
支
給
さ
れ
る
期
末

手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
ぞ
れ
〇
・
二
カ

月
分
、
〇
・
一
五
カ
月
分
引
き
下

げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

●
加
古
川
市
斎
場
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
霊
き
ゅ
う
自
動
車
の
運
行
使
用

料
の
徴
収
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
） 

●
加
古
川
市
立
保
育
所
条
例
の
一

部
改
正 

　
平
成
二
十
二
年
四
月
、
野
口
保

育
園
の
移
設
に
よ
り
、
設
置
場
所

を
野
口
町
水
足
二
〇
二
〇
番
地
の

一
五
五
に
改
め
る
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

    

　
次
の
人
が
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員 
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伊
藤
　
　
治
（
尾
　

上
　

町
）
新
任 

 

前
川
　
和
久
（
平
　

荘
　

町
）
再
任 

  

い 

と
う       

お
さ
む 

 

ま
え
か
わ  

か
ず
ひ
さ 

意 見  書 

　生活苦による自己破産や自殺など、深刻な多重債務
問題を解決するため、2006年12月に改正貸金業法が成
立し、出資法の上限金利の引き下げや年収の３分の１
を超える過剰な貸付契約を禁止することなどが完全施
行される予定である。 
　改正貸金業法の成立後、政府は多重債務者対策本部
を設置し、①多重債務相談窓口の拡充、②セーフティ
ネット貸付の充実、③ヤミ金融の撲滅、④金融経済教
育を柱とする多重債務問題改善プログラムを策定した。
その後、官民が連携して多重債務対策に取り組んでき
た結果、多重債務者が大幅に減少し、法改正前には18
万人を超えていた自己破産者が2008年には13万人を下
回るなど、着実に成果を上げつつある。 
　一方、昨今の経済危機や一部の商工ローン業者の倒
産などにより、資金調達が制限された中小企業の倒産
が増加していることなどを理由に、改正貸金業法の完
全施行の延期や貸金業者に対する規制の緩和を求める
意見がある。 
　しかしながら、1990年代における証券会社や銀行の
破綻などに象徴されるいわゆるバブル崩壊後の経済危
機の際には、貸金業者に対する規制が不十分であった
ため、商工ローンや消費者金融が大幅に貸付を伸ばし、
その結果、自己破産者や自殺者が増加するなど多重債
務が深刻な問題となった。 
　改正貸金業法の完全施行の先延ばしや貸金業者に対
する規制の緩和は、再び自殺者や自己破産者、多重債
務者の急増を招きかねず、許されるべきではない。今、
多重債務者にとって必要な施策は、相談体制の拡充、
セーフティネット貸付の充実及びヤミ金融の撲滅など
である。 
　よって、国におかれては、多重債務問題の解決及び
地方消費者行政の充実が喫緊の課題であることを踏ま
え、下記の事項を実現されるよう強く要望する。 

記 
１．改正貸金業法を早期に完全施行すること。 
２．自治体での多重債務相談体制の整備のため、相談
　　員の人件費を含む予算を十分確保するなど相談窓
　　口の拡充を支援すること。 
３．個人及び中小事業者向けのセーフティネット貸付
　　をさらに充実させること。 
４．ヤミ金融を徹底的に摘発すること。 
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
する。 
　平成21年12月11日 

兵庫県加古川市議会 
議長  名生　昭義 

改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書 

　本定例会で、福祉厚生常任委員会から意見書案１件が提出
され、原案のとおり可決されました。この意見書は、直ちに
関係機関へ送付されました。　　 

　
本
会
議
及
び
委
員
会
で
、
次

の
請
願
に
結
論
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

 

請
願 

●
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全

施
行
等
を
求
め
る
請
願
書
（
神

戸
市
中
央
区
楠
町
・
兵
庫
県
司

法
書
士
会
会
長
・島
田
　
雄
三
）     

　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

 

●
国
民
健
康
保
険
料
を
誰
も
が

納
め
ら
れ
る
額
に
引
き
下
げ
る

よ
う
求
め
る
請
願
書
（
加
古
川

市
野
口
町
良
野
・
加
古
川
・
加

古
民
主
商
工
会
内
・
加
古
川
市

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ

を
求
め
る
会
会
長
・
松
野
　
好

和
ほ
か
一
万
一
千
名
） 

　
　
　
　
　
　
〈
賛
成
少
数
〉 

採
択
と
な
っ
た
も
の 

不
採
択
と
な
っ
た
も
の 

請
　
願 

傍　聴 

議場見学 

　市議会は市民の生活に直接かかわりのある予算や条例等の重要な事項を決定したり、市長等の執行
機関の仕事が適正に行われているかを監視するなど、大切な役割を担い、さまざまなことを話し合っ
ています。 
　この市議会の様子を傍聴することや、議場を見学することができます。 
 

 

・本会議や委員会を傍聴することができます。 

・傍聴の際には、当日、受付で住所と氏名を記入してください。 

・議場の傍聴席は７２席、委員会室は１５席でいずれも先着順です。 

 

 

・本会議が開かれていないときに、議場を見学できます。 

・見学時間は、午前８時30分から午後５時15分までです。（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く。） 

・申し込み人数は、10名以上でお願いします。 

・議場見学は予約制です。ご希望の方は、事前に議会事務局までご連絡ください。 

市議会 会議録検索システム 
　インターネットにより、平成１３年
3月から平成２１年9月の本会議（定
例会・臨時会）及び議員協議会の会
議録が閲覧・検索できます。 
◎会議録検索システムのＵＲＬ 
http://www.kensakusystem.jp/ 
kakogawa/index.html 
 

　
第
六
回
臨
時
会
に
は
、
市
長
か
ら
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
改
正
な
ど
四
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
第
七
回
定
例
会
初
日
に
は
、
市
長
か
ら
平
成
二
十
一
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
計
八
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
休
会
中
に
所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
人
事
案
件
二
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

条
例
等 

人
事 

施政方針、２１年度補正予算上程（質疑・付託） 
２２年度予算及び関係議案上程（提案説明） 
各常任委員会（２１年度補正予算審査） 
代表質問 
代表質問 
一般質問 
一般質問 
委員会審査報告（質疑、討論、採決） 
２２年度予算質疑（付託） 
条例・単行議案質疑（付託） 
各常任委員会 
（２２年度予算・条例等議案審査） 
各常任委員会（予備日） 
委員会審査報告（質疑・討論・採決） 
追加議案上程（即決） 
 

BAN‐BANテレビ 
（アナログ５２ch デジタル０１８ch） 

次の定例会は2月25日 
から開催する予定です。 

※本会議と委員会は、いずれも午前9時３０分に開会する
予定です。会議の日程等は変更されることがありますの
で、傍聴をされるときは、あらかじめ議会事務局（　４
２７－９３０３）へお問い合わせください。　　　　　
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